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概要 妊娠 中 の 浮腫 の 原因は 多 々 あ る が，最 も多 い の は 晩 期 妊鰰 毒 症 の 場 合 の 浮腫 で あ る・こ れ は 本 症 の 3

症 状 の うち 最 も早 く出 現 し ，出 産 後 は 最 も早 く消 失す る ．こ の 妊娠中毒症 の 際 の 浮腫 の 成因 に つ い て は 多 く の

研究 が あ る が，私 は こ れ を 次 の よ うな 諸点 か ら検討 し各種 の 知見を 得 た の で ，そ の 大 様 を 発 表 し た い と 思 弧

す な わ ち　1） 浮 腫計 に よ る 浮腫消 長 の 客 観 的 把 握．2） 浮腫 の 程 度 に よ る 各体液 量 の 変動 3） 血 清 電 解質

の 変 動 4） 電 解 質 ク リ ア ラ ソ ス に よ る電 解質 代 謝 5） 髄 液 の 組成・6） Ht ｛直の 変動・7） 血 清滲透 圧

の 変動．8）　Edemogr 乱 m に よ る 水 代 謝 異 常 の 予 見 等 に つ い て 検討 し た ・

　浮腫計 に よ る 計測 に ょ れ ば 下 肢容積 の 増大 が 200ml 以 上 と な っ た 時 は 測 定間 隔 の 長 短 に か M わ ら ず 中毒 症

の 前ぶ れ と し て 注 意 又 は 治 療 を 要 す る ，lil．L液 水 分 量 は 浮腫 （一） の もの 81・1％ よ り （惜）の も の 83・2％ と 浮腫

増 大 と 共 に増 加 し ，産褥 24時 間 目の 値 で は
一

時的 に 夏 に 増加 し た．循環 ．血漿量 は 浮 腫 あ る もの は な い もの よ り

梢 々 減 少 し た が産 褥 2塒 問 目に お L・て は 荊 者 共 に 分 娩 前 の 値 よ り増 力口し た ・全 体 液 量 は 浮腫 の 強 い も の 程

増加 し，産褥 24時間 目 の 値 は い ず れ も 分娩 離 の 値 よ り減 少 し た．組 織 間液 量 も 全 体 液量 と 全 く同
一

の 傾 向を 示

し た ．血 清電 解 質 は 浮腫 の 程 度 に よ る 差 が な か つ た ．電解 質 ク リ ア ラ ソ ス は GFR ・Na ・Cl・K は 浮腫 （卅）

の もの は （
一

） の も の よ りい ず れ も低下 し た． TRR −Na ，　CI，　K 　で は K 以 外 は い ず れ も浮 腫 の 強 い 程 増加 し

た が ，
K は む し ろ 減少 し た ．産褥24時 間 目 で は GFR −Na ，　Cl，　K は 増 加 し，　TRR −Na ・Cl は 分 娩前 の 値 よ り

減 少 し た が ，K は 不 変で あ つ た ．浮腫 液 と 血 清 の 組成を 比 較 し た と こ ろ ，陽 イ オ ソ と し て の Na は 血 清 中 よ

孵 腫液中 に に 多 く，K は 血 清 中 をこ 多 い ヵ  Cl は 浮腫液 中 に 著 肺 こ多 か っ た・Ht 値 は 浮腫 の 程 度 に よ る 差 は

殆 ん ど な か つ た が ，産褥 24時 間 目 に は い ず れ も分 娩前 の 値 よ り減少 す る 傾 向 を 示 し た ・血 清滲 透 圧 は 浮 腫 の 程

度 に 関係 な く正 常 範 囲 内 に あ っ た が，産 褥24時 間 目に は い ず れ も分 娩前 の 値 よ り滅 少 し た ．浮腫計 に よ る 下肢

容 積 の 値，各体 液 量 の 正 常値 を 0 と し て ， こ れ を 1 直線上 に お き水分過度蓄積 の 状 態を こ の 線 よ り右側 に 来 る

よ うに 各単位を 任意 に と っ て 1 つ の 表 を 作 り t
こ れ を Ede 皿 ogram と 称 し浮腫 予 見 の 手 段 と し た ．

■
　　　　　　　　　1． 緒　　言

　妊娠す れ ば体 内 に は種 々 な代謝 の 変化 を き た す が ，と

くに水代謝 の 変化は著 しい ．妊娠隠，特 に妊娠末期 に 発

生 す る瀏 重は ，水代謝 が 生 理的な 限界 を越えて 変化 した

結果惹起 さ れ る現象 と考 え られ る．Dieckmann1 ） に よれ

ば ， 妊娠宋期には正 常妊婦 に お い て も約75％ に 浮腫が 発

些す る と し．Page ：） は 妊婦の 下半身 の 軽度浮腫 は 子宮増

大 の た め の 圧迫 に よっ て 起 る もの で，中毒症の 徴候で は

な く，
1 週間の 体重増加 が 900g 以 上 の 時 始 め て 中 毒 症

の 徴候 とみ な す べ きであ る とした ．久慈
S》 は ，妊娠宋期

に は お よ そ 50％ に浮捶 が 出現す るが，こ れは必ず しも生

理的 で は な く，心 疾患，VB ， 欠乏 な どを除 け ば ， 妊婦の

浮 腫は中毒症の 初期黴候とみ な して 注意すべ きであ る と

い う．

　 い ずれ にせ よ妊 娠時の 浮腫 は他の 疾患 に お け る浮腫 と

異 り， 生 理 的 と病的状態の 限界 が 明らか で ない こ とが 特

異的で あ る．妊娠或い は妊 娠 中 毒症 に お け る 水代謝 に関

す る 研究は既 に肉夕トに 多数あるが浮腫 の 客観的測定や 各

体液の 変動 ， 電解質代謝 な どの 分 娩 前 後 に お け る変化 を

綜合的 に検 討 した報告 は な い 、従来浮暉 の 測定法 として

は，臨床的 に経骨稜 の 圧痕形成に よ る か ， 体重の 定期的

計量 に よつ て 水分 蓄積の 程度 を推定 して い たが ，前者は

主観的 に な り，後者は 水分以夕トの 胎児及び そ の 附属物 を

含 むた め に，い ず れ も直接水分蓄積を表現す る こ とに は

な らない ．

　そ こ で私は 客観的，数量的 に 妊娠時の 浮腫 の 程度を 知

る た め に，森山 が 第18回 日産婦学会関東連合 地方 部会 に

お い て 発表 した 浮腫計 に よ っ て 浮腫 を測定す る と共 に，

全体液量 ， 細胞内 ・タト液量，血液水分量，血清滲透圧 ，

血清電解質，腎の 電解質 ク リア ラ ン ス 等の 面 か ら浮腫の

病態を生理化学的 に 考察す る と共に，以 上 の 各検査成績

を一括表示 して Edemogram を作製す る こ とによ つ て

水代謝の 全貌を一見 して認知出来 る よ う考按 した の でそ

の 成續を述べ たい と思 う．

　　　　　 H ・ 研究対象及び概究方 法

　 A ．研究対象

　 昭 和35年10月 1 日 よ り昭 和37年 9 月30日 ま で に東大分

N 工工
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1284 − 20 妊娠 時 に お け る 浮 腫 の 臨 床化 学 的研 究 日産 女磊｝誌17卷 12号

院産婦人科を 訪れた外来患者及び入院患者 380人 につ い

て 検査 した．

　 B ．研究方法

　 浮腫 の 程度は 次 の 4種に分類 した．

　 （1） 浮瞳（
一）：指圧 に よ り圧 痕 の 形成が 全 くな い

　　　　　　　　　　もの ．

　 （2） 浮腫（十）：指圧 に よ り下肢 にの み 正痕 を形成す

　　　　　　　　　　る もの ．

　 （3）　浮腫（督）； 圧痕 の形成が腹部に まで及 ぶもの 。

　 （4） 浮腫（卅）： 全身 に圧痕の 形成 が 見 られ る もの ．

　 1．瀏 重計

　妊娠時 の 浮腫 が 最初 に 下 肢 ， 特 に下腿 に 出現す るの に

着目 し， 下肢容積 の 変化を図 1の 如き 装置で数量的 に衷

現 し た ．

酒

ec　1　 浮 腫計 の 原 理

耐
　　 　1諜

念型
　 　 　 　 　 　 H

　 実施 に さ い して は，患者 を椅子 A に腰 か けさせ ， 水槽

B に 1 側 の 下腿を膝蓋 よ り5c皿の 所 まで徐攻 に 入 れ る4
こ れ に よつ て水槽 B を溢れた水 は ポ リエ チ レ ン 管 C を 通

つ て 最初 の 2000m1 メ ス シ リン ダ ー D へ 流れ込み ，
こ れ

に 溢れた 永 は 1500ml メ ス シ リン ダ v− E
， 更 に 1000m ユ メ

ス シ リン ダ ー．Fへ と流れ ，総計45001nl ま で計測出来 る よ

うに なつ て い る．測定終了後 は 活栓 G を聞い て 排水 し，

こ の水は ポ リエ チ レ ン 管 H を通 っ て 再び水槽 B に戻さ れ

る．

　 2．全体液量 （TBW ） （TQta田 ody 　Water ）

　NAAP （N −acetyl −4・arnin ・−antipyrin ）を用 い 光電光度

法 に よ り測定 した
4〕．

　 3．　差田丘包タト液量　（ECF ）　（Extrace11ular　Fluid）

　 5％ sodium 　thiocyanate を用 セ・光電 光度法 に よ り測

定 した 4）．

　　 4・細胞内液量 （ICF ）（Int ・ 乱 ccllula ・ Fluld）

　　全体液量 か ら細胞外液量 を減 じて そ の 値 と した．

　　 5。　循環⊥血漿量　（PV ）　（P旦asma 　VQlurne）　0．3％

　　Evans 　Blue 溶液 を用 い 光電 光度法に よ り測定 した．

　　 6．組織間液量 （ISF）（lnterstitial　Fluid） 細胞外液

　鼠 か ら循環撫漿量 を減じて そ の 値 と した．

　　 T．血 液永分量

　　黒田の 毛細管採 血 に よ る重量 測定法 を用い た
5）。

　　 8．糸球体濾過f直　（GFR ）

　　チ オ 硫酸 ソーダ負荷 に て 測定
4｝．

　　 9．腎」庭L流量 （羯 PF 及 び RBF ）

　　PAH （パ ラ ァ ミ ノ 馬尿 酸ソ
ーダ）負荷 に よ り測定

‘
〕．

　 1  。血 清滲透圧

　 氷 点降下法 に よ る Advance 滲透圧計を用い て測定 し．

た
ti〕．

　　　　　　　　　跏 ・ 実験成績

　　1．浮腫計に よ る妊 婦浮駈 の 測定

　 定期検診の た め 夕卜来を訪れ た 妊 婦の う ち妊 娠 第 8 カ 月

以 後の 妊婦に っ い て浮腫計を用 い て 下肢容積 の変化 を測

足 し た n そ の 成績は 図 2 の 如 くで ， 先ず浮腫 （一）の 39

例 （妊娠第 8 カ 月 よ り分娩 まで騒骨稜 の 指圧 に よ る圧痕

形成 を認 め な か つ た もの ） に つ い て み る と ， 最終測定誼

と初 回 測定値 の 差は， − 60ml か ら十 110ml 閻 に分布

し，平均は 27ml±10   5％信頼限界）で あ っ た ．

　 浮 種 （十 ）の 36例 （切回 は浮 睡 を認 め な か っ た が，分

娩直前に下肢 にの み浮腫を認 め た もの）は 十 20mL か ら

　290m 】
，平均 180ml± 28であ つ た．

　浮 睡 （十←）の 31例 （初 圓 は 浮腫 を認 め なか っ たが ， 末

期 に 浮腫が 腹部 1に まで及 ん だ も の ） は 十90ml か ら十 460
ml ，平均 290m1 　tt25 であっ た．

　 浮腫 （卅）の 22例 （初回浮鍾 を認めな か っ た が ，妊 娠

末期 に は浮挿 が 全身 に 及 ん だ も ¢ ）） で は ＋360ml か ら

＋ 1200ml ，平均 630mi ± 80と 冫袖 ， 瀏 重の 程度 に よ り

明 らか に 下肢 容積の 増大 を 認め た．

　 こ の 妊娠時の 浮腫 は 分娩 が終 り産褥 に至 る と急激 に 消

退す る が，こ れ を浮 櫨 計で 観察す る と，表 1 ，図 3の 如

くで あ る．即 ち 分娩前 の
一
ド肢容積値 を　0 とすれば，産

後 24時問 の 値 は，浮 腫 （卅 ）で あ つ た もの 1丁例で は 平均

一180ml ：ヒ26。1，　浮［1重　⊂十i『）の　2499で1，rk− 210ml ± 23・8，

浮踵 （十 ）の 43例では
一120m 且± 21．3，浮 腫 （

一
）の 20

例で は
一60ml ± ？．9とな つ た．又 産褥 4 日 目で は 同様 に

浮 1重　（袵） が 一620ml ± 28．5，浮 謹 1（升） が一460ml：辷

N 工工
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図 2 浮腫 の 程度 と 下肢容積 の 変化
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表 2　 産 褥 に お け る 浮 腫 の 消 失頻 度

響・曹

　　　　　　　　　　讐
【
一

）　ご＋〉　〔廾 ）　ご卅 ） 譲
　 　 i孚　腫 　　の 　ξ呈　、喧　　　　　　　　　界

表 1　 産褥 に お け る 下肢容積 の 変化

浮 程

腫

の 度

症 分 1

例 蜘

数 前

産 褥 占時瑞

o．c，』

〜2

ヨ寺向
　 qo241

時 間

　 GC，

2日
．3日

C．C．C．C，

L

　 C．C4

日15巳閥 ．7 日

　 　 　 C．CC ，C，C、C．

旦 均値
一
澀

一
緲

　　1一
流3クー32ρ 砧〃．妬2ρ一66一卿

一6勿
（卅）

η

例
o

惜 頼

限 界
士鯉6±鉱4±26ノ、土嬲 ±3ユ3齠 ±36±謬21±353

平 均 値
一
仰 1卿 2ρ一

踟
一4　

一
卿

一4”
−4φ：

一4澀
（廾 ）

24

例
o

イ盲 頼

限 界
±2Z6±252±23θ±2邪士払3＋2歪9±3胚士3z6±2牙

平均値 一4〃一仰 一
卯

　　1一
澀

一2〃
　　　　．−2躍 一2〃一280一2か

〔十）
43
例

o
信 誤
限 界

土94土β1±2zヨ±226±2z5±253±澀6±2π61±2匠4
．
巫 均値

一20一瑠
一60一4〃一拐o60

一6ρ一80− 5ρ
〔
一

〕
2ρ
　 ol
列
　1

侶 蝦
限 界 ．±53±7肚 7ヲ 6」 ±鼠2±20蝿 θ

．
±矧 矧 4

24．9，浮腫 （十 ） が 一200ml ±25．3，　浮腫 （＿） が＿

60ml ± 8．0とな り，産褥 7 日 目 に は そ れぞれ 一670ml

± 35。S，　 − 460ml ± 29．5，− 210ml ：ヒ 26．4，　
− 50ml±

9．4とな つ た．

　次 に こ れ と平行 して ， 産褥にお い て浮腫 が消失す る ま

で の 時間 を み る と表 2の 如 くで あ る．産褥24時間以内 に

消 失す る もの は ，浮踵 （卅）の 1τ例中 5例 （29．4％），浮

腫 （晋）の 24例中13例 （54．2％），浮腫 （十）の 43例中38

例 （88．5％） とな り，産褥 4 日 目には見かけ上の 浮種は

殆 ん ど完全に消失した．

浮 腫

の 程 度

産 裡 24巨細 2 日

　 　 以 　 内 以 内

3 日

以 内

4 日

⊥球内

ご卅 〕

σ ワ 1菟
29．4矧
（5 例）

％．5％

（13イ列）

825 ％

（14例）

94．ア％
（16倒）　、

　（什〕

（24 例 ）

542 ％

〔13椡 ）

四 2％
（ア9側

9／．6％

ぐ22 例 〉

〃ρ ％

（241列〕一r
　 （十 ）

（431 列）

885％
（38例）

953％

（41例

977 ％

碍2椡〕

9卿 ％

（42イ到）

図 3　 産褥 に お け る 下肢 容積 の 変 化
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　 2．体内水配分状態 の 変化

　体内の 水配分状態 を浮腫の 程度 に応 じて ， 金体液量 ，

細胞外液量，細胞内液量，組織間液量，血液水分量など

を検討 した．各症例の 平均値は表 3 の 如くであ る．

　 i）全体液量 （［1］　BW ）

　浮腫 （一）の TBW は平均 51。0％± 1．5，浮腫 （十）

で52。0％ ± 1．5
， 浮腫 （什）で 54．3％ ± 1．8，浮腫 （卅）

で 5T．3％± 1．Tとな っ て ， 浮腫の増大と共に 明 らか に 増

量 して い る．

　一
方表 4の 如 く分娩後2A時間 に測定す る と ，浮腫（

一）

の 49．1％ ± L6 ，浮腫 （十）の 5e．4％ ± L3 ，浮腫 （朴）

の 52．8％± 1．5，浮腫 （卅） の 54．6％± 2．8とな っ て ，

い ずれも分娩前値 よ り減少 して い る．

　三i）細胞外液量 （EGF ）

　分娩前 の EGF 値 は浮腫 （一） の もの で28。2％．浮腫

（十）　てご〔’ま 29．696
，　浮且重 （十卜）　てご32．2％，　浮百重　（刊十）　てご

34．9％ とな っ て ，やは り浮腫の 増大 と共 に明らか に増量

して い る，しか し分娩後雛 時間 の値は浮踵 （一）の 29．4

％ ， 浮腫 （十 ） の 31．1％ ， 浮 腫 （骨 ）の 32．0％ ， 浮 腫

（卅） の 34．6％ とな つ て ， 分 娩前 の 値 よ り 増加 す る も

の ， 減少す る もの が あ り一定 して い な い ．
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表 3　 浮 腫 の 程 度 と 体 内水 配分状態 （1 ）
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表 3　浮 腫 の 程 度 と 体 内 水 配 分 状 態 （皿）
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　i量り 組織間液量 （1SF ）

　浮腫 （
一

）の ISF は 23．1％ s （十 ）2  8％， （升）

27。5％ ，　（卅）30． ％ と浮腫の 増大に 従 っ て明らか に増

量 した が ，産褥24時間で
．
は，浮腫 （一）の も の 22．2％，

（十 ） の 22 。］．％，（什 ） の 25．9％，（卅）27。7％ とな り，、

い ず れ も分 娩前の 値 よ り減少 した ．

　iv）循環血漿量 （pV ）

　浮腫 （
一

） の もの の PV 値 は 51．5m1！kg に 対 して ，浮：

腫 （十 ）の 48．7ml！kg と減少 し，（廾）の 47．5ml！kg と

更 に 減少 す るが ， （掛） では 鸚 ．Tml／lcg と逆 に梢 女 増加
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「

して い る，産後 24時闘目の PV 値 は， （
一
）の もの 5L4

m1 ／kg，（十）　5L5ml ！kg ，　（幵） 49．5mlikgン （卅）　5L5

ml ！kg とな り，分 娩前 に お い て は 浮腫 （
一

）の もの は浮

腫あ る もの よ り高 く， 産後24時問 目 に は浮 腫 の 程 度 をこ か

S わ らず，い ずれも分娩前値よ り増加 した ．

　 v ） 細 胞 内液量 （ICF ）

　浮腫 （一）の もの の ICF 平均 値は22．8％，（十 ）22．2

％，　（朴）22．3％ ，　（卅）22．4％となつ て ，浮瞳時 に は

浮腫 （
一）の も の に比 して 梢 k 減少傾向 に はあ るが有意

の差は な い ．

　vi ）血 液水分量 （BW ）

　　　　　表 4　 分娩 前後 の 体 内水配 分 状態
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表 5　 分 娩前後に お け る 体 内水配分 状態
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　表 5 に 示 した如 く，浮睡 （一） の もの の BW の 平均値

は 81．1％であ るが ，（十）82．6％，（什）83．2％，（卅）

83．6％ とな り ， 浮腫 の 増大 に つ れ て 梢k 増加傾向に あ

り，所謂水血 症 の 傾向 を示 し て い る．こ れ ら各値は産後

24時間 に は そ れぞ れ浮腫 （一）82．9％， （十 ）84．3％，

（卅）85．6％ と なっ て ，い ず れ も分 娩前値 よ りも明らか

に増量 し，産褥 7 日 目に は 浮 腫 （一） 81．9％ （十 ） 82．1

％，　（昔）81。9％ ，　（掛）81。5％ と減少 した．

　 vii） ヘ マ ト ク リツ ト値 （Ht ）

　分娩前 （多 くは 分娩の た め の 入院時）　と，産後 6 時

間，12時問，24時閥，産褥 2 日 目〜 7 日卩まで観察す る

と表 5の 如 くな っ た ，即 ち，浮腫 の 程度 に よ る差は殆ん

ど み られ な い が，各浮腫例に お い て 産後 24時間 の Ht 値

は い ずれ も分娩前値 よ り減少傾向で ， 産褥 4 日 目には分

娩前値 よ り梢 々 高い ．但 し分娩時出1血量 との 関係 を検討

しな か っ たが，出1血量 の 多少に よ る 変化 が あ る もの と思

わ れ る．

　 3．血清電解質

　浮腫の 程度に よ る血清電解質 の 変動 を表 3 に 示 した ．

　 i）血清ナ ト リウ ム （Na）

　浮 腫 （
一）の 平 均 値 は 137．6mEqtL ± 2．52，（十） 137。T

mEq11 ．± 2．21， （軒）　エ38．7mEqiL ± 2。48
，　（卅）　139．3

mEq1L ± 6．33とな っ て，浮腫 の 増大 と共に軽度 の 増加傾

向 に は あ るが ， 測定誤 差を考慮す る と有意の 変化が あ る

とは い え ない ．

　ii）1血清 ク ロ ール （Cl）

　同様 に浮腫 （一） の CI は 104．4mEq ！L， （十） で

104．3mEqtL ， （粁）　105。8mEq ！L，（帯）　105．5mEq1L

とな っ て ， 浮腫の 程度 に よ る差は み られ ない が ，浮腫あ

る もの は な い もの に比 して わ ず か に増加傾向 に あ つ た ．

　 iii）血清カ リウム （K ）

　浮腫 （一）の K は 乳 96mEq ！L （十）3．88mEq！L ， （什）

3．91rnEq1L ，（措 ）4．20mEqiL ・とな つ て浮腫あるもの

は な い もの に比 して わ ず か に 増加 して い るが 有意差 は な

い ．

　 4．浮腫液 の組成

　 血清 の 電鯀質，蛋白等 と比較す るた め に，浮腫 （什）

〜 （帯）の もの 9 例に っ い て，脹骨稜 よ り SQuthey 管

を用い て浮腫液を採取 して Na ，　K ，　Cl，蛋白質を測定 し

た ．表 6の 如 く，Na は 平 均 150mEq1L ± g。7，　 K 　 2．9

mEq1L ± 0．5，　 C 王 145mEqJL ± 5．9，総蛋 白量 は O、39

± O．05であつ た ．こ れ を血清 の そ れ と 比較 した もの が

図 4 で あ る， 即 ち陽 イ オ ン と して の Na は 」血清申 よ り

N 工工
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表 6　浮 腫液 の 組 成
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表 7　 浮 腫 の 程度 と電 解質 ク リ ア ラ ソ ス （1）

軌四

　．
　

一

−
［
∠
う
」

　「

45

…
6
デ

　

　一

　一
　一

89

歹炉

ー

ま
i
・

÷

」
”

1
ド
〆
（
−

7

／

ノ
　月
’

フ．广
「
〆

022
ア

莠
．

．

1矧

耋
舞

浮

（卅 ）

（廿 〉

（十 ）

（一）

』重 阨
鰹

6ヲ

ア

θ

‘

077／

下
亠

5グー

4809

θろ
」
！

F6
…
29

−
ρ
σ

一

4．タ

7．8

Nα C［

　　　　　ヤ
K

TRR−Nα1
　 ％

c−Nα

OC．ノminGFR

−CLmEq
／min

…丁RR−C［
　 ％

C−C［
c，C．／mi 口 mEq ／mlrl　 ％

GFR・−K3丁
馳
RR−K　　C−　Kqq

／mh

ヲ8．5．．．．一．．
78．61

．27　1 、」
ノ．θ

7、5． 98刮 ノ．ρ グ23　 87 ．ρ β丿

6．θ 98、3 ．1 ！，〃 ρ，3〃．87．5
．
8．3

9テ．2o ．6 ら．398 β
r

　ρ．9 ρ27 ．86，9
「i
　 7．8

デ8．7 ／．ρ ワ．ρ 9ワ．3 ノ2n 　　一「1　　　F
レ
．．∠∠　

．87 ．o フ．デ
？8．2 ρ．9

ρ．3
ξク．θ ‘；2 ヲ 87．2

　．
8．2

98．7
7．06
，ワ

97．P
ヲ7」 ρ，θ ρ、μ 87，17 ．θ

93，9o ．96 ヨ ア9．5　　　L
　　．．．」．
！．3　 026．　　．一 一　　　．

一 一　．
87．317 ．9

97、6 ア．ア 印 　 1厂，． 96．5 ア．o023
　　　　　　．
37 ．51 フ．6

99．1 ρ．76 ．49 θ．6
　．
ρ．6

　　一
〇，24　．．． 86 ．5

　　．
7．4

9β・8 ；
ρ．86 ．ヲ

6．8
ク．．7 ρ．25

　 　 ．．86β
．「
　8 ノ

ヲθ．θ
　 　 1
ρ，8

98、398
，5io ．θ …ク．28　87．〃 乱 ．ア

　一8．
10ノ

7ρレG
ヂ

［
／

（
∠
r5

0．
77
’

o−
θ一
7

，　
匸一
　甼

0
ρ冖
−

！2，6 …98．2
／ρ．5 　7・ブ．8
？o．6

．
：？証6一

π 再 7

6、9

【
／旨入

4．
28

一
6

°
　

二
　

＝

　’

ー

ノ．
ρ 
7置

　 ヲ．
nt

　99，2　 0．？
ノグ，3 　97．5 　　〜．9

2．．ε
6、．ヲ
7，P6

一
96

メ
ニ

〆
077

．0 　ヲξ7．0
7．2 　　？8．3

．1擁鑾薦翻
豊・°

．
了2 −一一s：i3…孫 十窪：彡

7．9　．97．2
7，9　 97．Jf
6 ．b，

．
　9．7．3

？．ク
．
go，3

．
コ
」

冖、
’
厂
レ

51
　　
7調
a、9f
．」

12、97
ノ

．
．612
．5

／2．7
〃 912
．5

／2．9

9198 、θ … o．9
．
7β

．
97．4i

6i99 ．ノ 1．ノ
．

5．
ワ

98β． ．ア．7q

　ズ

．．．1・り
10．39

θ．398
，0

．二．ヲ8β

9？：2
．2汐．
2
．
：5
．！．ア．θ． ワケ．9

9
ニゴ．．．　． 〜2．59 θ．o
5

　．．．．．
97，72 ，0　 9．ア 97 θ　

．
　「

9 ヲ7．82 ．3 ：1ρ．6 ヲ7．5

ワ・7 　ヲ84L ．ア・o
　　　　　　　　［

．
9．2 　 77．6
　　　　　　　　1，0．

o．82
．’

−

ー｝
2272

一
ア

0「2

4ロ780⊃）ロρ
5ス8をり

【
ご0lr
．
．32　　8フ．3

．

P．置 　8B．2
ufi¶40　

．
θ80

o ．28　θ76

82

互
、6

θ一
9
二

．P．28o

．．4 ア

o．36o
．3デ

．

o一理
一塗．ヨ3
グ12／P＿
．4．42

9，壱二 98，2　　ノ．2　／2．ア　　皇星L 呈一i− F二5　10 ．3P
f4．ノ　96，9　　2．ワ　12．ク　　9？．8　　2．3 　0 ．44
β ．6　98．0　　／．5 　／0．2　　9フ．9　　ア．7
12．．7　97．5 　　2．ア　　9．9　　ヲ6．4 　　2．0
／3．6

囁
98．5 　2．1　！．1、0 　

196 ．
／3．7　98．6　 2．6　10，7 ，，．髫

2．．6＿．
2．3

bJt　lP
．ifP

〃，凌9P
．42

Is7 ．Pe8
．71

4　
232

θ

〃

99

　

／

1

「卜．
…

s7。68
θ．o87
．58．

ラ357

．997
．988
．o．

：8ア．387
．6

照 583
．383
．4

P ⊇

8．8z

，．？
〃 ．ofO
．5

亙
θ

”

万
．
／0．5

一
1

ノク．8
ア2．

．
］

θ弓ノノ

9’7广712
．3

N 工工
一EleotronioLibra

耳y　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和 40年 12月 1 日 荒　井 1289− 25

表 7 　浮腫 の 程 度 と 電解質 ク リ ア ラ ン ス （藍）

｝享　　　 一四α

　　　FR−N
月重 m駄 ，

丁諏 顳 α
　 　 　 　 1
　％ 　 笠 o 〆m 「n
　　　　 I

　　　　　Cl
飜 二d隙商 「ご一α
m
騙i，．％ i

・師 ・

　　　　　 KFR
−K丁RR−K　 C−K

mE
脇 ％

．
qc加 i・

・噛 あ
98，6
齠 46）

1．o
（土虜2翁

6、898 ，7
仕226）〔招 45〕

o，92
（士即30

．2686 ，9i7．92
鯉 ジ2壮 躍 5肚 〃 7〕

〔什）
9．θ

（士〃 9）

　　　　　　．
984　1．／
鯉 ∫ノ｝

1
｛甥 紛

7．〃 98，〃．ク，θ7
（齠 21）出 53）1仕8〃 仕6距

〃，2587 ．28 ．1ア
　　　　〔士231〕仕躍ノ）

（十 〕
〃、6
　　　　 Il
±Z〃〕．〔±〃．7｝（±〃3

ヲ3．3 ノ．49・θ，96ヲ7．9
〔土身26（±鰓 ）

1．3亨　　　　o，36
〔貿 彦）．〔±躍躍

　　　　　　　 
8ワ．8951
u顕22：1吐クβ〕

　　．12．9
（
一

｝
　　　吐 召鋤

ヲθ．02 〃

〔±虜52）1〔±召26）
〃，92ヲ7，5
〔±2271（土θ招）

2，06 〃，4〃

〔翻 ／6｝〔士鋼 6
θθ．1 ．ア1，‘
士〃23｝吐2／2）　　　　1

浮腫液に 多 く，K は血清中の 方が多い が，　 Cl は浮腫液中

の 方 に 著明に 多い．こ れは同 じく陰イオ ン として の蛋白

が 血清中 よ り浮 腫 液 に お い て 著明 に 少い た め で あ ろ う．

　 5，浮踵時の 電解質代謝

　妊娠時浮腫及 び 分娩終 了憂 に おけ る電解質代謝を み る

た め に 腎 の 電 解質ク リア ラ ン ス を測定 した．

　 i）糸球体1慮過 NaJ　CI
，
　K 値｛GFR −Na

，
　Cl，

　K ｝糸球

体濾過 Na 恆 （GFR −Na ）は 次式 に よ り測定 した．　 尚

C1 及び K も同様 に 測定 した ．

　　　GFR −Na ＝GFR × 血漿中 Na 濃度 （mEqlcc ）

　　　　　　 単位 ：皿 Eqtmin ．　 GFR は 糸球体濾過石直

　表 7の 如 く，浮腫 （一）の GFR −Na
，
　C1

，
　K は そ れ

ぞれ12．9mEq ／min ， ，工O．9　rnEq ／min ，　 O。4　 mEq1   n ．

（十） 11．6mEq ！min ，8．96　rnEqtmin ，0．36　mEq ／皿 in ，

（汁）　9。8mEqtmin ，7．O　mEqlmin
， 0．25mEqfmin1，

（卅）　9．2mEq ！min ，6．8mEq ／min ， 0，26　mEq ！min ， と

な っ て，い ずれも糸球体濾過値は浮腫の 増大1，C 従 っ て 減

少 した．分 娩前後の 変化は表 8 の如く， 糸球体濾過K 値

は殆 ん ど変化 しな い が，Na 及び Cl 値は産後 雛 時間 目

に増加傾向を示 し て い る，

　ii） Na ，　K ，　C1 再吸 収率 （TRR ．−Na
，
　K

，
　Cl）　 ；，

　Na 再吸 収率 は 次式 に よ り測定 し，
　 K 及び C1 も同様

に した．

　TRR −N 。＝

GFR 一
騒 1 分間尿 量 × 丞由N ・ 濃度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 GFR −Na
　　　　　単位 ： ％　TRR は全腎血管抵抗

　ft　7の 如 く，電解質の 再吸収率は ， 浮 種 の 増大 にっ れ

て Na
，
　Cl は 大 とな 鉱 K は小 となる傾向 に あっ た ．又

分娩前後 に おける変化は 表 8の 如 く，産後24時間 目の Na

再吸収率 は，浮腫 （卅）であっ たもの は 減少し， （
一

）の

も の で は不変で あ っ た ．

　iii）Na
，
　K

，
　 Cl ク リア ラ ン ス （C −Na ，　K ，　Cl）

　Na ク リァ ヲ ン ス C ・Na は 次式 に よ り測定 し，
　 K 及び

Cl も同様に した．

C −Na ＝ 　　1分間尿量X 尿中Na 濃度
　　　　　　　　　 血 中 Na 濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位 ：　cc ！min ．

　表 7の 如 く，
Na ，　K ，　Cl い ず れ の ク リア ラ ン ス も浮

腫 の 増大 にっ れて 減少 した．分娩前後 の変化 （産後 24時
間 目）をみ る と，C −Na は い ず れ も増加 し ，

　 C −K では

浮腫 （一）の もの は分娩前 より減少 して い るが， （卅）

では増加 した．C・C1 は Na と同様に産後 24時間 に は 分

娩前 より増加 した．

　 6．血清滲透圧

　分娩前後に お け る血 清滲透圧 を観察す る た め に，浮腫

（惜）の もの 8 例， （卦 ）13例， （十 ）10例， （
一

）25

表 8　 分 娩 前 後 に お け る 電 解質 ク リ ア ラ ン ス の 変化

。謙鑑 5

分 娩 斎 後
　　分 娩 前　　　産 褥 24 時 商 層

ワ
1
ノアラン又

浮麗 礁 ）．正帛妊 蝸　　　　　　r 浮 腫 什 ）正 常 妊婦 単 位
IGFR．．

自∫α 9、6±£ ワ！3．5±〃．9 〃 ．ノ土〃．6 厂3，テ±ρ，7mEq ／m 蘭

Nα 丁RR−N α一 胃 ．ア士ク．5 テ8 ．ρ士〃．4 デ82 士躍 98．o ±〃．5 ％

C 一晦一．． ノ．ク± 1受3　 2 、ノ±〃，4 ア．4 ±ジ．32 ．2 ±夊5
　　　脚
o．じ．ノrm 日

GFR −C［．6．テ土ジ，ヨ〃 ．5 ±’．5 乱4 ±夊5 ノ2！ ±ρ．ワmEq ／m 「卩

丁RR一α 贈 コ ±£597 ．51士躍　． ヲ7β ±ア．197．ワ1±〃．幹 ％α

KC

−Cl一
．　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　1

　ク，亨畝 ！ 2．2 ±昆2 厂．32 、8 ±〃．4C．C．／mln
IGFR −・K　　　−． o．3士雌 　o ．4 土鯛 〃β

士｛フ．2
±身1鯉

　　」．−
o ．5．±岬

一
旧 Eq〆mi 冂

TRR −K一 ．
　 C −K

ヨ9 ．．ク±、ク．ヨi8P5 ±o．657 ，ジ ±毘4旨9！、41±昆8 ％

ワ．テ±’．2 ／〃．5±グ．3．8．1±躍　9．5 ±％ GC ．／mln

平 i≒信禎平 均

値 限型 値

で言頼

限 界

平 均 1イ諾
1．平 均

値 振界 値

倍頼

限 界

表 9　分 娩前後 に お け る 血 溝 滲 透 圧 の 変化
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例 に っ い て測定 した結果は 表 9及び図 5 に 示 した ，

　分 娩 前値は浮 腫 （
一

） の もの で は 平均 286mOsM ／kg

± 7。37，　（十）　　282　［n （）s工＞Tt
’
kg± 2．80，（十ト）　284　rn（）sNf ！

kg± 5．35， （卅） 281　 mOsMtkg ± 3．9Bとな つ て ，い ず

れ も 正 常範囲内 に あ っ た が，産後 24時間では 浮腫 （一）

の も の 281mOsM ，Skg，（十）　275　 mOsMlkg ，（升）276
mOsM ！kg ，（卅 ）　272　mOsM ！kg とな っ て，分娩前 よ り

そ れ ぞ れ 低値 を示 して い る が ， 産褥 4 日 目に は い ず れ も

正 常範囲 となつ て い る．

　　　　　　　IV・ 総括並びに考按

　 1．浮捶計

　従来浮腫の 判断法 と して は ，腥骨稜そ の 他の 指圧 に よ

る圧痕形 成 の 有無乃 至 は そ の 程 度 に よ る か ，又 は 数量的

に は定期的体重測定法に よ っ て い た．例 え ば，　 1週 の

体重増加 が 250〜ユ0009 で あ れ ば 異常 な 水分蓄積が 起 つ

て い る
T’）s，

， 或 い は 1週間に 約 9  09 以 上 の 体重増加 が

あ れ ば rl2毒症 を疑わ ね ぽ な らない
9）1O ｝，などとして い る

が ，圧痕形成検査 は 極 め て 主 観的で あ り H．つ 数量 的 な指

標を も た な い．体重測定法 は 客観的，数量的 で は あ る

が ，胎児及び そ の 附属物 を も含み ， 正確を期す るに は 脱

衣 せ ねば 庶 らな い 欠点 が ある．しか るに 浮腫計 で の 下肢

容積変化 の 測定は，1） 妊娠に お け る浮腫 が先ず下肢 に

発現す る ， 2） 浮 腫 の 稈 度は 客観的，数量的 に表現出来

る ， 3）　胎児及びそ の 附属物を考慮 に 入れ る必要 が な

い ，
4） 脱衣 の 必要 が な い ，な どの 利点が あ る．従 つ て

こ の 浮暉計 に よ る方法で本実験の 基礎とな る 浮腫 の 程

度，消長を検索 した結果，浮腫 （
L

）であつ た もの の 平

均値 27m王は 浮腫計 の 測定誤差 20ml と有意差 は な く，

（十）で あ っ た もの 1SOml ， （升）であっ た もの 290ml ，

（卅）では 630ml の 変化 を示 した ．従 つ て 測定期間及

び 体重の 変化の 如何 に か tSわ らず， 下肢容積 が 180ml

以 上増加すれぱ，少 くと も水代謝に 関 して は異常 とみ な

し，中毒症 に 関 して は 要注意 とし， 下肢容積 が 300mI

以 上 に 増加すれば，他 の 2症状 （蛋白尿 ， 高血圧）の 有

無 に か 〜 わ らず ，1．ド毒症と して 治療をffうべ きであ る と

考 え る．一
方産褥 に お け る浮腫 の 消失状況 を浮腫 計 に よ

っ て観察すると，分娩前の 容積値を 0と して そ の 差は 表

1 に 示す如 く浮腫の 各程度 に お い て 産褥24時 間 目よ り 崔

日 目ま での 差が 最も著 し く，4 日 巨 の 値 は 浮腫 （
一
）

で一160ml
， （十）で 一200皿 1，（籵）で 470ml， （卅）で

620mlとな っ て，産褥 5H ，6 日，7 口 口の値は 4 日 目

の 値 と殆ん ど同様 であ る、こ れ を圧痕形成 に よ る浮腫消

失 頻度 と比 較 して み る と，浮腫 （
一
） と な る頻度 は蘆褥

2 日 目以 内に は浮 腫 （卅）では そ の 76．5％ が ， （廾） で

は 75％， （十）で は 95％ が圧痕を形成し な くな る．産褥

4 日 日以内 には 94％ か ら 100％ は 見か け 上 浮腫 が 消失

し，こ の 急速な消失が 他の 2 症状 と異 っ た 特性 とい え る．

　 2．浮 腫 時 にお け る体 内 水 配 分 状態

　以 上 で妊娠 及 び産褥に お け る浮腫の 臨床的変化 を知 り

得たが ，次 い で水代謝の変化を浮腫の 程度 に よ り検討 し

た ．

　Claude　BerIlal・d が 内部環境 の 概 念 を eeTl昌して 以 来 ，
水 及 び電解質代謝に 関 す る 幾多 の 研究が 発表 さ れ，殊 に

Zangemeister 〔1926年）の IJ
’
F究以 来多 くの 臨床 的又 は 実

験的研 究 の 対象 とな つ た．

　 i）全体液 量

　TBW は 正常妊娠 に お け る よ りも中毒症時 が 多 く，森

山
1L ｝

は 前 者 が 282L に 対
’
して 後 者 は 31．4工 で あ っ た と

し，正 岡
L2 〕

は 52。4％ に 対
’
し55．7％，旧 中

13
臆 妊娠中毒症

では 著増 した と報告 して い る．私 は 浮 腫 程 度別 に観察 し

た が，浮腫 （
一

）の 51．0％ よ り （冊）の 5T．3％ ま で漸増

し，浮 腫 の 程 度 が 強 くな る に従 つ て TBW は 明らか に増

加 した ．又 産褥 24時 間 目に 測 定 した 結 果 ，浮 瞳 （一） の

49．1％ か ら （卅）の 54．6％ ま で とな り，分娩前 よ り著減

して レ
1・る ．

　 ii）　糸田灯包タト液昂：

　 ECF は そ の 測定 に用 い た 試薬 に よ り細胞膜の 透逼性

を 異 に す る た め 測定値 に 差 を生ず る．Rhodan 域 の 0．S2

倍が Manitol域 又 はチ オ硫酸ソ
ーダ城に相当す る とい わ

れ て い る
L4 ｝．私は RhQdan 法 に よっ た た め，そ の 数値

は全て RhQdan 域 崔 示す e　 ROttgcrL5） は妊娠末期 にお

け る ECF は 28，68％であ るが ，中毒症では 更 に 大であ

る と し ， 塚田
1〕は ：IE常妊娠末期 27．9％ ， 中毒症 で は 3虫 3

％，正岡
1呂）

は夫k29 ．弖％に 対 して 33．4％であっ た と して

い る．松本
1 η

は妊娠末期で35．0％ であ るが ，中 毒症では

症例に よつ て 差が 著 しい と して い るが，多 くは正 常妊娠

末期 よ り中毒症 に お い て ECF の 大な る こ とを 報告 して

い る
11 ）’s）’s ）L9 〕．私は 浮1重の 程度別 に EOF を 測定 し た

結果，TBW と同様 に浮腫 （
一

） の 28．2％ よ り （柵） の

34．9％ まで漸増した ．従 っ て 全体液量 が増加 す るの は ，

　　 ゆ
主 と して 細 1包タト液量の 増加 に よ る．産褥24時間 目に お け

る ECF は TBW 同様 に分 娩前 よ り減少 した ．

　 iii）循環血漿量

　 PV に 関 して は 多 くの報告が あ り，非妊時 よ り妊娠時

は 増量す る とさ れ てい るが，中毒症 に関 して は正 常妊娠

末期 と殆ん ど不 変
11 〕，高値

IE）IT ），低値
1．2〕13）V°），な ど各 説 が

あ り
一

定 しな い ．私の 実験で は ，浮腫 を認め ぬ 屯 の 51．5
ml ！kgに 対 して ，浮腫あ る もの は 4S。6ml／kg とな つ て鞘 k

減少 した ，産褥 24時問 口に お け るPV は，1’ritcha ．rduL 〕：m

の 成績 は 分 娩前 よ り低い が，私の成績で は，浮腫 な い も

の は有意差 な く， 浮腫 あ る もの は む しろ や Y 増加 した ．

　 iv）Ht 値

　Ht 値は 妊娠中浮唾の 程度 に よ る差 は 殆ん ど 認 め られ
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な か つ た が ， 産褥 に お い て は 一定傾向 を 示 した．即 ち

浮腫 （一）の もの は 36。6％，産後12時問 目 38。1％，24時

間国35．5％．2 日 目37．5％ に 対 し，浮腫 （卅 ） で は ，そ

れ ぞ れ 35．9％，35．T％，34。8％，34．9％ と な っ て
，

い ず

れ も 分娩前 よ り減少 した ．Osofsky2m の 報告 で は 分 娩 中

39．9％，1 時間後4L8 ％，24時 間後 40．2％， 3 日 目37．3
％ とな つ て 産後 1 時間 目に 最高値 とな り，そ の 後 漸 減 し

て 3、日 目に は 最低値 を示 した ．こ れ らの 変化は PV と同

様に 分娩時出血 量の 多 寡 も関与す る と思 わ れ るが ，そ の

他組織間 に蓄積 され た水 分 が 腎機能改善，ス テ ロ イ ドホ

ル モ ン の 変化等に よ り，急速 に 血管中 に 入 る結果起 る も

の と解釈出来 る．

　 v ）血液水分量

　 血液水分量 は浮 腫 の 増 大 に っ れ て 増量す る こ とは 闘 中

　（升）
24 ｝

の 報告 と一致 し て い る が ， 潼褥％ 時 間 目の 浮腫

　（
一

）の B2。9％か ら （冊）の 85．6％ まで とな り ，
い ず れ

も分娩前 よ り高い ． Aresin25） は 正 常妊婦 に お い て 同様

の 傾向 を報告 して い る．

　 vi ）血清電解質

　 中毒症時 の 亅血清電解質 に関 して は 椰 田
2δ，

が Ionogram

を作製 して 正 常妊 娠と中毒症 の Pattern を 示 し ， 中毒症

で は明 らか に水血 症像を示 すと共 に，過 ク P 一
ル 血症 ア

チ ドL ジ ス 像 を 呈す る が，浮腫 の み の もの で は 正 常妊 婦

に比 して 殆ん ど不 変 で あ っ た と報告 して い る．

　 中毒症 妊 婦の Na 濃度 は 正 常 妊 産褥婦 に比 して 増加す

る
Z7 ） 2S ），有意差 な し

29 ）S°）St ），減少す る
a2 ）

， とな すな ど各

説が あ る． CI 及 び K に 関 す る 報告 も区 々 で あ る．こ

れ は 炎光 分析にお け る測定 方 法 も問題 が あ ろ うと思われ

る．私の成績で は Na
，
　K

，
　Cl の 変動 は ，正 常妊娠末期

に 比 して 浮腫 （卅）で もほ ぼ 正 常範囲内にあっ て有意差

を認め な か っ た．こ れは特 に浮腫 と密接関係を持っ Na と

CIを，炎光法よ り も
一段と正 確 に測定出来 る Osm ・meter

に よつ て も同様 の 結果であっ た （後述）．

　 vii ）電解質 ク リア ラ ン ス

　 浮腫発生要因 の
一

つ で あ る電解質が 霄におい て い か な

る処 理 を受けて い る か を知 る ため，糸球体濾過 Na
，
　K ，

C1 及 び こ れ らの再吸収率 を測定 した が，　 GFR −Na，　K ，
C1 共に浮腫 の 増大 と共に減少し，　 TR ．R．・Na

，
　K ，　Clは増

大 した ．Friedbergls） も正 常妊婦の TRR −Na は 98．54

％に対 して，子矯前痒で は 98．96％ と報告 してい る．こ

，の Na
，　CI の 再吸収率亢進に は Ald。sterone が 関与 し

て い る こ とは Simpson33）
，　Tait3

‘）
等 の 研 究 以 来認 め ら れ

て い る
35 ］3fi》3T ）．

　
一

方産褥24時問 目 に お い て は，既 に 糸球体濾過 Na 及

び C 且 は 分 娩前値 よ り増大 し，尿細管 に お け る 細吸収率

は 減少 し，腎機能 は 明らか に改善されて 来 て い る．

　 viii ）　　血清滲透圧

　 妊娠時の 血清滲透圧 に関す る報告 は少い が ，分 娩前に

お い て は浮腫 の 程度 に よ る差は殆ん どな く，正 常範囲内

に あ る が，産褥 24時 間 目 に み る と．浮腫 の 程度 に か 」 わ

らずい ず れ も 分娩前の 値よ りも低い ．こ れは血清滲透圧

に 大 きな影響 を及ぼす電解eq38）39 ］4°）
（Na ，

　Cl）の 単位当

りの濃度が 水に よ り稀釈 ざれ た 結果であ ろ う と 想像 さ

れ る．

　 ix） Edemogram に っ い て

　 妊娠時 の 浮種発生の 原因 に 関 して は Zangemeister の

報告以来 多 くの 業績が あ るが ， 結局は Barnes4i） の い う．

如 く，体内に塩分が 蓄積す る主原因は 妊娠そ の もの であ、

るが ， そ の 細部にっ い て は 今 日 なお解明 ざ れて い な い ．

従 っ て 現在では浮腫を早期 に発見す る こ とが ， 中毒症治1

療 の 第 1歩であ る と考え られ て い る．

　 そ こ で私 は浮腫計及び Edelllograml 及 び ∬を考按 し

た・　即 ち Edemogram 　 Iにお 隙・て は血液水分量 ， 循環、
血漿量，全体液量，下肢容積変化の 正 常値を 0として こ

れ を 1直線上 に お き ， 水分過度蓄積 の 状態 を こ の線の 右

側 に来るように各単位を任意 に と り， 浮腫 （十） を破

線 ，　（什）を点線，　（卅）を実線で結び ， 更に 各最左 側
’

に 来 る点 を 結 び，こ の 線よ り右側 に あ る斜線の 部分に入．
っ た値を全 て異常値 と した ．もしこ れらの 値 が斜線の 部：

分 に 入れば永代謝の異常 ， ひい て は 中毒症の 出現又 は警

告と して 治療 又 は注意を要す る もの と した．

　Edemogram 豆 も全 く同様の こ とを腎に お け る電解質
1

代謝 の 面か ら行っ た もの であ る．

　妊娠時の浮腫は そ の 出現頻度が大であ るに もか 」 わ ら、

ず，定量的表現 が 困難で あ る こ と，一
方では中毒症 の前

駆 症状 と して 重要 な た め こ れ らの 本態 を究明 し，よ り適
確 に そ の 状態を把握せ ん と して 以 上 の 検討 を行 っ た．

　　　　　　　　　V ・ 結　　語

　 1．浮腫計を考按 しこ れ に よ り妊娠時浮腫 を客観的，

数量的に表現 した ．下肢容積の増加 が 200m1 以上 とな

っ た時 は 測定間隔の 長短 に か 》 わ らず，中 毒 症 又 は そ の・

前駆症状として 注意 又 は 治療 を要す る ．

　 2．浮腫 を発生 した妊産褥婦 の 体内水配分状態 を検討
して 次 の 結果を得た．

　 量） 血 液水分 量 は 浮腫 の 増大 と共 に 増加 し，産褥24時

問 目に おい て は更に増加 し一時的水血 症の 状態 を 呈 し．

た ，

　ii） PV は浮腫あ る もの は な い もの よ り　IE　A ，減少 し，
産褥 ％ 時間 巨 に お い て はい ずれ も分娩前 よ り増加 した．

　iii） TBW は浮腫の 強 い も の 程増加 し ， 産後24時間値

は 分 娩前 よ りい ず れ も減少した．

　vi ）組織間液量 も全体 液 量 と全 く同
一

の 傾向 を 示 し

た ．
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　 v ）Ht値は浮腫の 程度 に よ る 差 は殆 ん どな か っ た が，

産後 24ee間 に は い ず れ も分 娩前 よ り減少傾
．
向 を示 した．

　iv）血 清滲透 圧 は 浮腫 の 程度 に 関係 な く正常範囲内 に

あ っ た が，産後 24時 間 に は い ず れ も 分 娩前 よ り低値 を 示

した ．

　 3．血清電解質は浮腫の 程度 に よ る 差はなか っ た．

　 4．糸球 体濾過 Na ，　K ，　Cl は 共 に浮腫の 増大 と共 に

減少し ，
Na ，　 K

，
　 C 【再吸収率は増大 した ．産後 2塒 間

で は 糸球体濾過 Na 及 び CI は 分娩前値 よ り増大 し，　 Na

及び Cl 再吸収率 は 減少 した ．

　 5．浮腫液 の 電解質 と血 清 の そ れ と を比較 した 結 果，

Na は血清中 よ り浮 腫 液 に多 く，K は．血清 中の 方 が 多 い

が ，C正は 浮腫液中 に著明に多 か っ た． 総蛋 白量 は浮腫

液中 に は 極 め て 少 か っ た．

　 6．」血液永分量，循環血 漿量，全体液量，下肢容積を

組 み 合わせ て 1 つ の 表 を作 り， こ れ を Edemegram 　I ，

電解質 ク リア ラ ン ス よ り 1 っ の 表を作り，　 こ れを Ede −

mogram 　I と して 水代謝異 常 の 早 期 発見 の 手 段 と した ．

　稿 を 終 る に 当 り
， 御 指導 ， 御 校 閲 を 賜 つ た 恩 師 森 山 豊

教授 に 深 甚 な る 謝意を 表 す る と 共 に ，終 始 直 接御 指 導 を

賜 っ た 本 学 臨床化学 斉 藤正 行講 師 に 深 謝 し，更 tc実験 に

当 つ て
， 極 々 援 助 を 得 た 岡 田 祥，鈴 木三 郎両 兄 に 感 謝 す

る ．

　尚本論 文 の 要 旨は 第14回 及 び 第15回 日 本産 科 婦 人 科 学

会 総 会 に お い て 発 表 し た．
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